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増
加
す
る
が
た
め
で

あ
り
、

一
は
こ
の
期
間
に
お
け
る
一
般
物
債
か
ら
の
米
慣
の
奈

み
よ
り
来
る
も
の
で
あ
ら
『
7
。

然
ら
ば
消
費
組
合
に
よ
っ
て
配
給
さ
ら
s
米
の
数
量
は
、
京

第

嘉E

子、
W
A
V
4
1
与
苦
手
K
4
i
h
E
N
3
4
d
判

v
t
司
1
h
E
R
U
L
3

・rL
、
ノ
レ
u
E
t

t
A
者↓叶
UE殖
F
E
E
t
詩
書
出
/
仁
踊
甲
車
刷

E
Z
J
O
上
哲

京
都
市
消
費
量

消
費
組
合
間
給
量

一口、
h
A回

封

消

費

量

%

之
に
よ
れ
ば
消
費
組
合
の
配
給
量
は
極
め
て
微
々
た
る
も
の

で
あ
り
、
全
消
費
量
の
二
%
内
外
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
に

ぜ
こ
の
割
合
は
年
々
に
遁
増
し
つ
も
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
事

寅
で
あ
る
。
(
詮
)

(
註
)

前
表
は
厳
密
に
は
正
確
で
な
い
。
第
一
に
京
都
市
消
費
量
は 長

第
三
十
二
巻

第

務

i¥. 

四
O
四

都
市
に
お
い
て
消
費
苫
る
冶
米
の
線
量
に
封
し
て
、

如
何
な
ゐ

割
合
を
占
め
つ
も
あ
る
か
?
之
ぞ
見
る
た
め
に
、
京
都
市
の

年
々
の
人
口
に
、
そ
の
年
の
全
圏
平
均
一
入
賞
り
消
費
量
を
乗

じ
し
た
る
も
の
を
も
っ
て
、
京
都
市
の
推
定
消
費
線
量
と
な
し
、

之
と
前
去
の
配
給
綿
号
一
と
を
比
較
叫
制
服
し
て
第
二
表
を
作
成

し
に
。

四
呈

国

J
ゴ
一
豆

it.. 
-、、 .. 迫
=. ~ 

』・ーー=圃圃園町

一、八【}

推
定
量
で
あ
り
、
第
二
に
組
合
醜
給
量
の
中
に
は
昭
和
三
年
ま
で
は

裁
量
未
詳
四
一
組
合
が
あ
り
、
第
三
に
組
合
中
の
銭
道
購
買
に
よ
る
創

給
数
量
の
中
に
は
京
都
市
以
外
の
在
住
者
へ
の
配
給
を
も
包
含
す
る

か
ら
で
あ
る
。
併
し
大
穂
白
割
合
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
剣
る
。

=
、
組
合
精
米
に
よ
る
配
給

京都市役所，京都市統計書 p.34.現在人目による・
農林省農務局編纂，米穀要望(昭和五年四月)p・ 2-3

7) 
8) 



設
建
せ
る
消
費
組
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
機
能
は
輩
な
る

流
通
過
程
に
止
ま
ら
す
、
生
産
過
程
に
ま
で
そ
の
手
ぞ
伸
す
に

至
る
こ
と
は
周
知
の
事
寅
で
あ
る
町
併
し
乍
ら
今
日
な
ほ
褒
展

の
初
期
に
あ
る
わ
が
園
の
消
費
組
合
に
お
い
て
は
、
組
合
の
自

己
生
産
は
未
だ
殆
ん
ど
重
要
な
る
域
に
建
せ
示
、
僅
か
に
行
は

れ
っ
、
あ
る
も
の
は
、
豆
腐
・
味
噌
・
鵬
首
泊
・
ウ
ド
ン
等
で
あ
る
。

こ
の
間
に
あ
っ
て
唯
一
の
重
要
な
る
加
工
業
と
し
て
、
多
く
の

組
合
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
は
れ
つ
冶
あ
る
の
は
、
即
ち
『
}
、
に

問
題
と
す
る
組
合
に
よ
る
精
米
業
で
あ
ゐ
。

第
三
表

消
費
組
合
の
加
工
ま
に
は
生
産
品

(
全
国
市
街
地
購
買
組
合
、
昭
和
二
年
)

あ
る
か
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

一

白

米

一

米

糠

一

豆

一
ニ
ベ
芝
、

D
A

一、回屯一一

一

九

三

一

口

、

i

に
FL-一

加
工
ま
た
は
生
産
品
配
給
額

加
工
ま
た
は
生
産
総
額
に
劃
す
る
dm

組
合
配
給
線
額
に
封
ナ
る
が
月

旨
あ
る
の
は
、

京
都
購
買
お
よ
び
旭
購
買
の
二
つ
に
過
ぎ
な

消
費
組
合
に
よ
る
米
白
臨
給

い
ま
昭
和
二
年
度
に
お
け
る
全
図
的
扶
態
に
つ
い
て
、

ム
ロ
の
加
工
叉
は
生
産
品
賓
却
金
制
問
』
を
商
品
別
に
見
る
時
は
、

左
表
に
示
す
が
如
く
、
米
は
綿
額
の
九
七
・
四
%
研
一
占
め
る
。
も

っ
て
精
米
業
が
、
組
合
の
加
工
ま
た
は
生
産
に
お
い
て
、
如
何

な
る
地
位
守
占
め
る
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ

れ
ら
の
加
工
ま
た
は
生
産
口
聞
が
、
配
給
総
額
の
一
回
・
O
%
や
占

む
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
そ
の
大
部
分
が
輩
な
る
加
工
に
過

ぎ
な
ハ
こ
と
、
民
に
、

口史ユ
h

リ
'
ヨ
ヨ
主
歪
戸
川
μ
q
z
'
U直
立
・
-

i
t
f
l
i
a
r
-
-
E
Z
J
9
f
t
J
t
f
i
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<:> 、

"" 、

ぃ
。
以
下
こ
の
二
組
合
の
歌
態
を
略
述
す
る
。

京
都
購
買
は
す
で
に
大
正
十
年
の
創
業
営
初
よ
り
自
己
精
米

一
一
九

第
三
十
二
巻

四
O
五

第
二
時
制

『
組

(久我貞三郎謬ヂーc. Gide; Les Societ白 Cooperativesd e Con3omrnation， 
ド消費組合論 p.355ー)参照
宮業組合中央曾，第二回市街地購買組合調到昭和四年三月)p. 43 
上 P.41-43・

同上， p・ 43， P・53・

2) 
3) 

4) 



消
費
組
合
に
よ
る
米
の
間
給

を
始
め
て
今
日
ま
で
吹
第
に
褒
展
し
っ
、
あ
る
。
従
っ
て
前
に

掲
け
た
第
一
表
の
同
組
合
に
お
け
る
米
の
配
給
量
は
、
朝
鮮
園

白
米
を
除
け
ば
す
べ
て
自
己
精
米
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在

の
設
備
は
、
摩
擦
式
精
米
機
五
妻
、
精
米
従
業
員
四
名
、
精
米

能
力
一
日
三
十
石
ぞ
有
し
、
昭
和
四
年
に
は
一
ナ
年
九
千
石
近

く
を
配
給
し
て
、
京
都
市
の
組
合
中
最
高
位
。
守
示
し
て
ゐ
る
o

亡
ゾ
間
以
近
の
数
年
に
お
い

t
.
米
配
給
領
の
地
問
配
Mhh
湘
に
射
す

る
市
山
げ
合
オ
低
下
l
J
J
J

、
あ
ゐ
め
は
、

、，H

H

-

}
ぷ
巾
H

【
、
、
-
】
、
J

1

J

一ぺ

l
ζ
1
A
H
}
U
L
Y
A
U
4
i
f
-
-
h

由
、
ニ
と
に
組
合
の
設
展
す
る
に
従
っ
て
他
の
商
品
の
配
給
翻

の
増
加
し
た
が
た
め
で
あ
ら
う
。

配
給
の
方
法
は
白
米
の
種
類
別
を
雪
ド
月
・
花
・
星
・
匹
芽
米
・

学
鳴
米
・
七
分
柏
町
米
の
七
穏
と
し
、
十
四
託
袋
入
を
一
同
車
一
位
と
し

て
、
組
合
員
の
家
庭
ま
で
配
達
す
る
。
配
給
債
格
の
決
定
は
、

市
債
を
顧
慮
す
る
よ
り
も
寧
ろ
原
慎
よ
り
採
算
す
る
の
主
義
を

と
る
。
こ
れ
白
米
の
如
き
銘
柄
・
等
級
の
一
定
し
難
品
目
商
品
に
あ

つ
て
は
、
債
格
の
低
廉
を
も
っ
て
競
争
す
る
よ
り
は
、
寧
ろ
確

資
な
る
商
品
ぞ
匹
確
な
る
数
量
に
お
い
て
配
給
す
る
の
よ
り
合

理
的
な
る
が
た
め
で
あ
る
。

第
三
十
二
巻

第

ま虎

.0 

四
O
六

玄
米
仕
入
の
方
法
は
、
商
業
組
織
の
上
か
ら
最
も
奥
味
あ
る

問
題
で
あ
る
。
組
合
続
日
営
者
と
し
て
は
、
そ
の
時
々
に
庭
じ
て

最
も
有
利
な
仕
入
方
法
や
採
り
つ
も
あ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し

て
こ
の
組
合
で
は
、
仕
入
の
約
八
O
%
は
市
内
一
止
米
商
よ
り
、

二
O
%
は
産
地
商
人
、
産
業
組
合
等
ょ
の
仕
入
れ
ろ
こ
と
、
な

る
と
い
ふ
。
こ
れ
以
上
詳
細
な
る
数
字
は
知
り
矧
い
。

旭
鮮
民
組
合
も
ま
に
組
合
精
米
の
成
幼
せ
る
一
例
で
あ
る
。

，

}σ〆
組
合
は
白
川
4
J
J

哨
阿

awま
f
J

氷
ぴ
ノ
み

σf白川
h
d住

p

自
己
和
米
に
よ

っ
て
開
始
し
た
古
け
あ
っ
て
、
線
配
給
償
額
に
劃
す
る
米
の
制

合
は
、
他
の
何
れ
の
組
合
よ
り
も
大
き
く
七
五
%
内
外
丸
信
占
め

る
。
現
在
の
設
備
は
棒
掲
精
米
機
二
四
妻
、
摩
擦
精
米
機
一
牽

精
米
従
業
員
二
名
、
精
米
能
力
一
日
十
二
石
乃
烹
十
五
石
で
あ

る
。
配
給
方
法
お
よ
び
償
格
の
決
定
は
前
者
と
大
同
小
異
で
あ

る
。
に
じ
前
者
の
品
質
主
義
に
針
し
て
、
や
?
安
慣
主
義
の
傾

向
が
強
い
。
仕
入
方
法
は
理
論
的
根
擁
か
ら
な
る
べ
く
摩
地
買

付
毎
多
く
し
、
山
城
・
丹
波
・
近
江
等
の
生
産
組
合
ま
大
は
産
地

商
人
か
ら
仕
入
れ
る
部
分
は
、
約
四
O
%
ぞ
占
め
、
そ
の
他
の

六
O
%
は
市
内
の

E
米
商
人
よ
り
仕
入
れ
る
こ
と
h

な
る
と
一
一
品



p 
."、。

一
、
特
約
小
貫
庖
に
よ
る
配
給

組
合
の
自
己
粉
米
に
よ
ら
ざ
る
他
の
配
給
形
態
の
一
つ
は
、

市
内
の
白
米
小
貫
庇
と
の
問
に
、
特
約
や
結
ん
で
配
給
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
ま
仁
二
つ
の
形
態
ぞ
匝
別
し

7
る。

は
組
ム
H

は
全
く
配
給
行
筑
に
開
係
せ
宇
、
す
べ
て
特
約
席
を
し

て
配
給
せ
し
む
る
純
粋
の
特
約
民
主
義
で
あ
り
、

-
プ
ヤ
J
h

円
比
九
1
・ナ仇

一
ト
ト

b
f
m仲

/
E
L
t

ー‘

l

f

J

i

l

l

E

1

、
:

3

1

1

「
)
三

ド
仁
氷
み
ま
と
め

τ川
市
川

r
p一
よ
t
J
1
U
年
t
2
J
q
出
J
E
C

ヨ
i

J

っ
て
配
給
寸
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
遁
例
は
大
事
購
買
お
よ

ぴ
平
安
購
買
で
あ
り
、
醤
師
時
間
貝
も
一
部
は
之
に
よ
る
。
後
者

は
自
己
精
米
中
也
な
3
A
V
併
も
自
己
配
給
を
な
す
場
合
、
ま
た
は

自
己
精
米
に
五
る
一
時
的
過
程
と
し
T-
行
は
れ
、
同
士
山
枇
購
買

家
庭
消
費
等
こ
れ
に
応
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
形
態
に
つ
き
左
に

一
二
の
例
会
示
す
。

大
出
甲
購
民
で
は
市
内
の
信
頼
す
べ
き
白
米
小
賓
商
コ
一
名
ぞ
濯

定
し
て
特
約
ぞ
結
び
、
直
接
に
組
合
員
へ
配
達
せ
し
め
っ
、
ぁ

る。

一
般
に
特
約
屈
制
度
じ
あ
っ
て
は
、
組
合
員
に
剥
し
て
五

%
乃
五
一
O
%
の
制
引
を
な
さ
し
む
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

消
費
組
合
に
よ
る
米
の
配
給

米
の
揚
合
は
商
品
の
性
質
上
司
』
の
割
引
を
な
さ
し
む
る
こ
と
な

く
、
そ
の
代
り
に
に
ぜ
品
質
の
吟
味
と
且
民
自
の
正
確
を
要
求
す

る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
組
合
員
は
特
約
居
を
信
頼
し
、
安
心

し
て
購
入
し
う
る
の
使
宜
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
特
約
庶
は

組
合
に
よ
っ
て
、
一
貸
倒
れ
の
危
険
を
保
護
せ
ら
れ
、
二
集
令

の
手
数
冶
省
く
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
之
に
射
し

τは
一
%
乃

至
二
%
の
手
数
料
守
組
合
に
納
む
る
こ
と
、
し
て
ゐ
る
。
'
』
の

官
古
学
の
手
数
料
に
よ
っ
て
集
合
の
手
数
と
貸
倒
れ
の
危
駐
ぞ
免

る
加
上
に
、
販
賀
高
是
若
増
し
う
る
か
ら
、
組
合
の
特
約
居
に

ら
ん
と
す
る
競
争
は
極
め
て
強
い
。
卒
安
購
買
お
よ
び
眠
酉
帥
廊

買
に
併
用
さ
れ
て
ゐ
る
特
約
底
制
度
も
ま
た
之
と
大
同
小
異
で

あ
る
が
、
後
者
で
は
組
合
員
へ
の
配
給
債
格
そ
市
債
よ
り
も
多

少
女
か
ら
し
め
、
目
つ
五
%
内
外
の
手
数
料
を
組
合
に
納
め
し

め
る
。組

合
の
手
じ
よ
っ
て
配
給
す
る
一
例
と
し
て
、
家
庭
消
費
を

あ
け
ゐ
。
こ
、
で
は
市
内
の
白
米
尚
お
よ
び
名
古
屋
精
米
合
名

舎
一
舵
(
長
命
米
)
と
特
約
し
て
、
白
米
を
ま
と
め
て
組
合
に
仕
入

れ
、
之
に
五
%
以
内
の
手
数
料
品
管
加
へ

τ自
ら
組
合
員
に
配
建

第
三
十
二
巻

四

O
七

第

披



消
費
組
合
に
よ
る
米
自
問
給

す
る
の
方
法
を
と
る
。
近
く
自
己
精
米
に
進
む
べ
き
経
過
的
方

法
と
し
て
一
時
こ
れ
に
よ
っ
て
ゐ
る
と
言
ふ
。

問
、
生
産
組
合
と
の
連
絡

米
の
生
産
者
た
る
農
民
の
組
織
す
る
産
業
組
合
と
、
消
費
者

た
る
市
民
の
組
織
す
る
消
費
組
合
と
が
、
直
接
に
連
絡
す
る
形

態
は
、
京
都
市
の
現
在
で
は
二
つ
の
型
が
あ
る
。

一
一
は
前
に
遁

ぺ
た
る
組
合
精
米
の
場
合
に
、
そ
の
玄
米
仕
入
ぞ
産
地
の
産
業

組
合
(
北
へ
岡
敏
賀
V

に
求
む
ゐ
揚
合
で
あ
り
、
一
一
は
都
布
消
費
組

合
が
.
農
村
産
業
組
合
か
ら
直
接
に
白
米
の
供
給
を
受
〈
る
場

合
で
あ
る
。
後
者
の
遁
例
と
し
て
織
道
購
買
お
よ
び
響
師
購
買

に
お
け
る
方
法
ぞ
あ
け
る
二
と
が
出
来
る
。
何
れ
の
場
合
で
も

生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
の
流
通
過
程
に
は
、
商
人
の
介
在
す

る
も
の
は
一
も
な
く
、
し
か
も
素
朴
的
な
直
接
賓
買
の
代
り
に

近
世
的
な
組
合
組
織
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
配
給
組
織
の

上
か
ら
見
て
、
最
も
注
意
す
べ
き
も
の
冶
一
で
あ
る
。

銭
道
購
買
京
都
支
部
は
、
米
の
配
給
に
お
い
て
成
功
せ
る
も

の
、
一
で
あ
る
。
こ
、
で
は
特
約
主
義
で
は
な
い
が
事
貧
上
は

大
部
分
の
白
米
仕
入
を
、
滋
賀
犬
上
鯨
郡
の
産
業
組
合
厚
生
枇

第
三
十
二
巻

第

披

四
O
A

一一一

か
ら
な
し
つ
?
あ
る
。
滋
賀
懸
の
産
業
組
合
ぷ
は
、
玄
米
の
共

同
販
賓
か
ら
夏
に
一
歩
を
進
め
て
、
大
規
模
の
組
合
精
米
を
な

し
、
白
米
と
し
て
都
市
消
費
者
に
直
接
配
給
す
る
も
の
四
、
五

あ
る
が
、
厚
生
祉
は
そ
の
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
京
都

市
に
お
け
る
最
大
の
消
費
組
合
と
連
絡
せ
る
こ
と
は
、
配
給
組

織
の
上
か
ら
注
意
す
べ
き
事
責
で
あ
る
。
眠
酉
師
購
買
は
同
C
く

滋
賀
膝
野
洲
郡
篠
原
村
産
業
組
合
と
連
絡
し
て
ゐ
る
ロ

鈴
道
購
買
に
お
い
て
は
白
米
は
す
べ
て
一
種
(
1
4

白
米
}
と
し

大
ぜ
座
芽
米
を
加
ふ
る
に
過
ぎ
な
い
。
厚
生
祉
か
ら
俵
装
し
て

選
っ
て
く
る
白
米
ぞ
組
合
の
手
で
分
割
し
て
十
五
庇
お
よ
び
一
一
n

一

十
廷
の
袋
入
と
し
、
配
達
料
を
別
に
徴
牧
し
て
組
合
員
に
配
達

す
る
。
組
合
の
手
数
料
は
一
%
内
外
で
あ
の
、
生
産
組
合
止
の

直
接
取
引
を
大
量
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
配
給
債
格
は
市
債

よ
り
も
安
い
の
が
首
然
で
あ
る
。
更
に
鍛
道
購
買
が
他
の
組
合

よ
り
も
有
利
な
勤
は
、
運
賃
八
割
引
の
特
典
と
人
件
費
お
よ
び

物
件
費
の
軽
減
に
あ
る
。
左
に
最
近
二
年
間
の
配
給
債
格
を
公

設
小
寅
市
揚
の
そ
れ
と
針
照
す
る
。
(
詮
)



購買 I 公設 市場

月 22.0 24.0 

月 21.0 24.0 

月 20.6 23.5 

月 20.6 23.5 

月 20.4 23.5 

月 20.6 24.0 

月 20.6 2::l.0 

月 20.6 24.0 

月 20.8 24.0 

月 22.0 25.5 I 

月 22.6 25.0 I 

月 21.8 23.5 

均 21.1 24.0 

月 20.6 22.5 

月 20.0 22.5 

月 20・0 22.5 

月 19.6 22.0 

月 19.4 22.0 

月 19.4 22.0 

月 19.4 22.5 

月 19.4 23.5 

月 20.0 23.0 

月 18.4 19.0 

月 14.8 17.5 

月 14.4 16.5 

均| 18.8 21.3 

第
三
表
、
消
費
組
合
の
配
給
債
格
(
一
託
、
銭
単
位
)

年|::
{五

(誌
)

ζ

白
鞘
照
は
必
ず
し
も
高
低
を
厳
密
に
一
町
す
も
む
で
は
た

い
。
第
一
に
織
選
購
買
の
『
上
白
米
』
と
公
設
市
場
の
『
一
等
米
』
と
は

略
々
接
近
し
た
等
級
で
は
あ
ヲ
て
も
、
必
ず
し
も
正
確
に
は
一
致
せ

ず
、
第
二
に
織
選
購
買
四
は
毎
月
十
一
日
現
在
、
公
設
市
場
白
は
毎

月
十
五
日
現
在
白
債
格
で
あ
り
(
包
し
昭
和
五
年
十
二
月
分
は
二
十

日
ま
で
の
平
均
〉
第
三
に
畿
道
購
買
は
更
に
と
白
上
に
市
内
醜
達
料

十
五
砥
毎
に
豆
銭
を
徴
し
、
公
設
市
場
は
聞
達
ナ
る
場
合
で
も
無
料

で
あ
る
。
倫
ほ
畿
道
購
買
に
は
運
賃
、
人
件
費
、
物
件
費
の
上
に
特

典
あ
る
と
と
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な

b
ぬ。

豆
、
結

論

以
上
漣
ぶ
る
が
如
く
、
等
し
く
消
費
組
合
に
よ
る
米
の
配
給
と

い
ふ
も
、
そ
の
聞
に
は
種
止
の
形
態
の
配
給
組
織
を
包
含
す
る
。

消
費
組
合
に
よ
る
米
白
酷
給

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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3

日

L

W
W
M
m

妥
T

ヨ

f背
張
者

鍛造購買京都支部， 11物品質債表H毎月 4 悶賛行)
京都市市場課， 11市設市場主要版賓品f買格表H毎月一日十五日後行)

10 

11 

12 

平

年

い
ま
H

疋
等
の
形
態
や
闘
示
す
れ
ば
、
次
め
五
つ
と
な
る
。

生
産
者

(
ー
ー
は
玄
米
、

s
i
は
白
米
)

第
一
、
特
約
応
主
義
、
特
約
席
配
達

〈
大
撃
購
買
、
平
安
購
買
〉

商産
人地

卸正
商米

白
米

小
費
商

組情
合費

第
二
、
特
約
庖
主
義
、
自
己
配
達

(
家
庭
消
費
)

第
三
十
二
巻

四
O
丸

披

競



消
費
組
合
に
よ
る
米
の
即
給

生
産
者

商産
人地

消
費
省

釘JiE 
db米

商白
人米

組消I
合費

第
一
二
、
自
己
粉
米
、
市
内
仕
入

(
京
都
勝
買
、
旭
購
買
)

生
成
者

出[111一

合戸市

消
費
者

卸jl
肉声K

;~Iiì1声
合費

E 
第
四
、
直
接
配
給
、
自
己
精
米

(
帽
品
購
買
、
京
都
購
買
)

生
産
者

組生
合産

消
費
者

組t白、
舎費

第
三
十
二
巻

第
二
一
拡

四

四

O 

第
五
、
直
接
配
給
.
生
産
組
合
精
米

(
銭
道
臨
時
賀
、
山
首
帥
購
買
)

生
産
者

組生
合法

消
費
者

ま且f古
合費

/ρ 
日
九
位
寸
⑦
筒
形
態
に
到
す
ろ
抑
制
お
よ
び
政
策
論
は
、

-

〉

け

リ

J
f
f
u
M
 

の
問
題
で
あ
る
。
こ
冶
で
は
に
ゾ
均
質
に
か

J
O諸
形
態
の
併

存
し
っ
、
あ
る
事
責
を
指
摘
し
、
目
つ
右
の
順
序
は
大
般
に
於

て
組
合
に
よ
る
配
給
組
織
の
務
股
方
向
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ

ら
う
と
言
ふ
に
止
め
る
。
(
五
、

一
一
五
)


